
大会プログラム 

 

 

11月９日(土) 大会１日目 

開会式 13時～13時 30分                    

【6階 大ホール】【2階 大会議室（中継）】 

 

 

リレーシンポ 13時 40分～15時 30分              

【6階 大ホール】【2階 大会議室（中継）】  

 

「今日的な動向と生活に寄りそう心理リハビリテイションの実践」 

 

シンポジスト：「学習指導要領改訂の変遷と自立活動」  菅野和彦（文部科学省） 

「障害者支援の現状と方向性」      西尾大輔（厚生労働省） 

      「静岡県の取り組み」         勝又一歩（静岡ﾄﾚｰﾅｰ） 

      「親の会の取り組み」          石原浩枝（静岡親の会） 

      「生活に繋がる動作法」         磯野小桜（静岡ﾄﾚｰﾆｰ） 

司 会：                      船橋篤彦（広島大学） 

 

 

分科会 16時～17時 30分                    

 

A 親の会 「今とこれからを考えよう グループワークを通して」 

 【4階 第 2研修室】 

 

司 会：  古賀 聡（九州大学）  

コメンター：中野弘治（こころとからだの発達相談塾 MABA）  

 

 

B 公開でのインテーク→実技  

「肢体不自由のある学齢期のトレーニーを対象に」 

【5階 501】 



 

担 当：有井香織 

岡田奈美 

岩井俊夫 

田丸秋穂（すべて筑波大学附属桐が丘特別支援学校）  

 

 

C 公開でのインテーク→実技  

「知的障害・発達障害のあるトレーニーを対象に」 

【4階 第一研修室】 

 

担 当：本田大志（障害者支援施設ゆたか学園） 

本吉大介（熊本大学） 

黒山竜太（熊本大学） 

 

 

D デモンストレーション  

「集団での動作法を用いたｾｯｼｮﾝ～参加者を対象者に見立てて～」  

【5階 第 3会議室】 

 

デモンストレーター：細野康文（長崎純心大学）  

司 会：      服巻 豊（広島大学大学院） 

 

 

 

交流会 18:30～21:00                     

【ホテルアソシア 3階 駿府】 

 

学会賞授与式 

功労賞授与式 

交流会 

 



11月 10日(日) 大会２日目 

 

分科会 9：30～11：00                    

 

E 取り組み報告  

【4階 第一研修室】 

 

「地域での心理リハビリテイション」 斉藤博之（山形県立ゆきわり養護学校）「生活介護事業所カ

ノンの取り組み」 松本茂美（社会福祉法人 NGU福祉会） 

「東京キャンプの試み ここは化石のキャンプだから」  

歳桃瑞穂（東京カウンセリングセンター）・五十嵐徹（自衛隊横須賀病院） 

司 会：瀬戸山悠（神戸親和大学） 

宮崎章子（株式会社 One play.） 

 

 

F 公開でのインテーク→実技  

「福祉施設の成人トレーニー・職員を対象に」 

【5階 501】 

                

担 当：石倉健二（兵庫教育大学） 

川下謙一（神戸市立いぶき明生支援学校） 

寺島啓史（兵庫リハビリテイション心理研究会） 

 

 

G 実践報告  

「臨床動作法の導入の仕方 ～はじめて動作法に出会う人にどのようにガイドするのか～」  

【4階 第 2研修室】 

 

司 会： 池永恵美 

話題提供：古長治基 

五位塚和也 

志方亮介 （すべて大分大学） 



  

 

H 当事者トレーニーの会  

「今とこれからを考えよう グループワークを通して」 

【5階 第 3会議室】 

  

司 会：  村上広美（静岡大学） 

島田乃梨子（九州大学ハラスメント対策推進室） 

話題提供者：天野結日（静岡トレーニー） 

 

 

リフレクションタイム 11時 20分～12時              

【6階 大ホール】【2階 大会議室（中継）】 

 

「公開感想言いあう会」 

 

登壇者：小澤永治（九州大学） 

三好敏之（尚絅学院大学、次回大会開催スタッフ） 

徳永光真（副大会長・静岡県立吉田特別支援学校）   ほか  

 

 

 

閉会式 （資格認定証授与式含む） 12時～12時 30分 

【6階 大ホール】【2階 大会議室（中継）】 

 

 


